
工事名：２ＰＴＢ・ＦＩＳ更新工事 他１件
概 要：旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙのﾌﾗｲﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ（FIS）のﾌﾗｲﾄ情報表示装置に汎用表示器

（液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）を採用することにより機器製造ｺｽﾄを縮減した。

ﾌﾗｲﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ表示装置に汎用表示器を採用ﾌﾗｲﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ表示装置に汎用表示器を採用

○ 従来のﾌﾗｲﾄ情報表示装置は、LED表示素子を用いたNAA独自仕様の製作品であったが、汎用品の
液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを採用したため、機器製造ｺｽﾄの縮減が図られた。

○ 対象工事費：３,４９１百万円、宿減額：１７６百万円、縮減率：５％

効 果

ＮＡＡ 成田国際空港株式会社

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」
【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③ 設計方法の見直し 】

＜従来のﾌﾗｲﾄ情報表示装置＞ ＜新仕様ﾌﾗｲﾄ情報表示装置＞
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